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《国内・国際》     
 

9/12  小中高生 ２００人 自殺 
文部科学省が１１日発表した、２０１１年度の「問題行動調査」により、昨年度の小中高生の自殺が前年度

比４４人(２８％)増の２００人だったことが分かった。２００人以上となったのは１９６８年(２６８人)以来

で、６割近くが「原因不明」とされている。一方、いじめは前年度から７３９９件減の７万２３１件を認知。

調査は全国の国公私立小中高校、特別支援学校を対象に行われた。自殺は小学校６年生４人、中学生３９人、

高校生１５７人の２００人。一方、いじめは、全学校数の３８％にあたる１万４８９４校で認知。中学１年の

１万５２６０件が最多で、中２の１万６５２件、奨学年の６８１３件と続く。 

 
9/15  公立学校 廃校 ４７４校 
 文部科学省は１４日、２０１１年度に全国の公立学校４７４校が廃校になったと発表した。少子化による児

童・生徒の減少が原因としている。廃校の内訳は、小学校３２３校、中学校９３校、高校５０校、特別支援学

校８校だった。１９９２年度の調査開始からの廃校数は、計６８３４校。都道府県別では北海道の７６０校が

最多だった。次いで東京３８９校、新潟３０３校と続いた。最も少なかったのが滋賀の３２校だった。 
 
9/17  ６５歳以上 ３０００万人を突破 
 ６５歳以上の人口は３０７４万人で、初めて３０００万人を突破した。「敬老の日」を前にした総務省の推

計によると、前年から１０２万人増え、総人口に占める割合は０．８ポイント多い２４．１％と過去最高を更

新した。「団塊の世代」の先頭グループである１９４７年生まれの人が今年６５歳となって「高齢者」の仲間

入りをしたため、対前年の増加数と割合はいずれも過去最大となった。推計は２０１０年の国勢調査を基に、

その後の出生や死亡数を今月１５日時点で反映させた。６５歳以上のうち、男性は１３１５万人、女性は１７

５９万人だった。 
  
9/28  医療費総額 過去最高 
 厚生労働省は２７日、国民が１年間に使った医療費の総額が２０１０年度は前年度比３．９％増の３７兆４

２０２億円になったと発表した。厚労省は価格の低い後発薬品の利用促進や入院日数の短縮など医療費抑制策

に取り組んでいるが、膨張に歯止めが掛からない。増加の内訳をみると新しい抗がん剤の開発や高度な診療機

器の普及などの医療の高度化、高齢者の増加や診療報酬の改定などがある。 
 
《県内》  
  
9/7 １００歳以上 最多 ９７０人 
 敬老の日(１７日)を前に、県は６日、県内の１００歳以上の高齢者(１５日現在)が過去最多の９７０人に達

したと発表した。県の全人口に占める高齢者の割合(高齢化率)も昨年１０月１日現在で過去最高の２８．２％

となり、前年に続いて全国４位だった。１００歳以上の高齢者は男性が１００人、女性が８７０人。前年同期

より６６人増え、過去最多を更新した。市町別で１００歳以上が最も多いのは、下関市で１８９人。次いで山

口市が１２４人、宇部市が１００人だった。年々増加している高齢化率は前年より０．２ポイント増加。全国

平均を４．９ポイント上回った。 

 

9/8 児童虐待 昨年度 ２６９件 
 県内の児童相談所が対応した２０１１年度の児童虐待が、前年度比１２件増の２６９件だったことが分かっ

た。このうち、子どもを家族と離した児童福祉施設に入所させた重度の虐待は６６件で約２５％にのぼり、過

去５年間で最多となった。主な虐待者は実母が１３１件、実父が８３件で、実の両親が全体の約８割を占めた。

虐待の種類ではネグレクト(育児放棄)が１０３件、身体的虐待が１００件など。相談の通告者は、学校などが

８６件で最多で、家族が５６件、警察などが４０件となってる。 

 

9/20 県内基準地価 依然 下落続く 
 県は１９日、県内の７月１日現在の基準地価を発表した。基準地は１９市町４０２地点。住宅地の１平方メ

ートル当たりの平均価格は前年比４．３％減の２万７４００円で、１４年連続、商業地は同５．３％減の５万

２４００円で、下落は１９年連続となったが、下落幅は住宅地で５年ぶり、商業地は２年連続で縮小した。最

高価格は２年連続でＪＲ新山口駅周辺の山口市小郡高砂町と１４年連続で岩国市麻里布町の１８万円で、とも

に商業地だった。 


